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Abstract
Recently,NOAA―AVHRR images Obseved at TohOku Universty are integrated intO a
database named TIDッSヽ  SO, by means Of TSS cOHュinunicatiOn, Mre can have access to the
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of the sea surface temperature and its changes、vith the pas age of tilne  ln this research,it is
shoMrn that the N()p【A irnages are useful for analyzing the changes of our environment
1.序 論
環境の録全や開発のためには, まず,環境を
正しく評価する必要がある。適切な環境の評価
としては,従来の特定物質の分析による方法に
加えて,環境全体を広域かつ経時的に取 り上げ,
その上で,総合的な視野から解析することが重
要であろう。環境全体に関わる情報は,衛星画
像データなどにより得られる。
昨年度から,NOAA衡星画像データの受信を
行っており,おもに東北から北海道にかけての
広域環境とその経時変化についての解析を試み
平成3年10月15日受理本_般教育部
率‡土木工学科
器*機械工学科
ている1)① 受信している画像データの解析によ
り, リアルタイムに広域の環境の変化が観測で
きる。しかし,陸奥湾など特定水域を解析する
場合には,さらに解像度の高いNOAA衡星
データが必要となってくる。最近,東北大学に
おいて本学の4倍の解像度を持つNOAA衛星
データがTIDASとして データベース化 さ
れ2,0,本学からも利用できるようになった。
本研究では,TIDASを利用して,陸奥湾と東
北・北海道にか″ナての海面温度とその経時変化
を解析 した。実際には,本学で観測 している
NOAA衛星データと補い合いながらの結果で
あるが,TIDAS利用上の問題点も合めてここ
にその解析結果を報告する。
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